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与
党
は
こ
の
ほ
ど
、
０９
年

度
税
制
改
正
大
綱
を
ま
と
め

た
。
観
光
関
係
で
は
、
国
際

観
光
ホ
テ
ル
整
備
法
の
登
録

旅
館
・
ホ
テ
ル
を
対
象
に
し

た
ウ
ェ
ル
カ
ム
税
制
の
２
年

延
長
が
認
め
ら
れ
た
。た
だ
、

適
用
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

利
用
環
境
を
整
え
る
高
速
通

信
設
備
の
取
得
で
、
国
際
放

送
受
信
設
備
は
除
外
さ
れ

た
。
こ
の
ほ
か
中
小
企
業
関

係
で
、
新
法
に
基
づ
き
事
業

承
継
を
円
滑
に
す
る
税
制
が

導
入
さ
れ
る
。

ウ
ェ
ル
カ
ム
税
制
は
、
外

客
旅
行
容
易
化
法
（
旧
・
外

客
来
訪
促
進
法
）
で
定
め
る

宿
泊
拠
点
地
区
内
の
登
録
施

設
が
対
象
。
外
国
人
旅
行
者

の
ニ
ー
ズ
が
高
い
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
高
速
通
信
設
備
を

新
規
に
取
得
す
る
場
合
、
１

台
ま
た
は
１
基
の
取
得
額
が

１
２
０
万
円
以
上
で
所
得
税

・
法
人
税
の
３０
％
特
別
償
却

を
適
用
す
る
。

０８
年
度
ま
で
は
、
海
外
の

テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
で
き
る

よ
う
に
す
る
国
際
放
送
受
信

設
備
も
対
象
だ
が
、
今
回
の

見
直
し
で
対
象
か
ら
外
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
中
小
企
業
関
係

で
は
、
０８
年
１０
月
１
日
施
行

の
「
中
小
企
業
に
お
け
る
経

営
の
承
継
の
円
滑
化
に
関
す

る
法
律
」
に
基
づ
く
事
業
承

継
税
制
で
、
非
上
場
株
式
な

ど
に
か
か
わ
る
相
続
税
の
納

税
に
猶
予
措
置
が
実
施
さ
れ

る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

税
制
改
正
に
あ
た
っ
て
旅

館
３
団
体
（
全
国
旅
館
生
活

衛
生
同
業
組
合
連
合
会
、
日

本
観
光
旅
館
連
盟
、
国
際
観

光
旅
館
連
盟
）
が
要
望
し
た

観
光
圏
内
の
宿
泊
施
設
に
対

す
る
特
例
措
置
、
国
内
旅
行

費
用
の
所
得
控
除
措
置
な
ど

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

▼
世
界
的
金
融
危
機
の
影

響
米
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン

（
信
用
度
の
低
い
人
向
け
の

住
宅
融
資
）
問
題
に
端
を
発

す
る
�
１
０
０
年
に
一
度
�

と
も
い
わ
れ
る
世
界
的
な
金

融
危
機
は
、
原
油
等
の
資
源

・
食
料
価
格
急
騰
の
原
因
と

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
世
界

経
済
を
同
時
不
況
に
陥
れ
、

日
本
の
地
域
経
済
に
も
打
撃

を
与
え
始
め
て
い
る
。

日
本
銀
行
の
０８
年
１０
月
の

「
地
域
経
済
報
告
（
さ
く
ら

レ
ポ
ー
ト
）」に
よ
れ
ば
、
北

海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
、

９
地
域
全
域
で
景
気
情
勢
に

対
す
る
判
断
が
下
方
修
正
さ

れ
た
。
特
に
地
方
圏
は
、
０２

年
２
月
以
降
の
戦
後
最
長
の

景
気
回
復
期
間
に
お
い
て
も

そ
の
恩
恵
を
十
分
享
受
で
き

ず
、
不
況
の
痛
手
だ
け
を
被

る
恐
れ
が
出
て
き
た
。

既
に
企
業
の
倒
産
件
数
は

全
国
的
に
急
増
し
て
い
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に
よ
れ

ば
、
０８
年
９
月
の
全
国
倒
産

件
数
（
負
債
総
額
１
千
万
円

以
上
）
は
、
１
１
２
２
件
と

４
カ
月
連
続
で
１
千
件
を
超

え
る
高
水
準
と
な
り
、
前
年

同
月
と
の
比
較
で
は
４
割
強

も
増
加
し
た
。

企
業
倒
産
の
要
因
は
主
に

３
つ
に
整
理
で
き
る
。
第
１

に
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問
題
に
よ

る
金
融
の
収
縮
で
あ
る
。
日

本
の
金
融
機
関
は
、
サ
ブ
プ

ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
の
直
接
的
な

損
害
は
大
き
く
は
な
い
。
し

か
し
、
そ
の
後
の
世
界
的
な

金
融
市
場
の
混
乱
、
国
内
不

動
産
価
格
の
下
落
で
、
日
本

の
金
融
機
関
の
体
力
も
低
下

し
て
い
る
。
不
動
産
業
や
小

売
業
等
で
は
、
金
融
機
関
か

ら
の
融
資
が
細
り
、
倒
産
に

至
る
企
業
が
相
次
い
で
い

る
。製

造
業
の
倒
産
は
、
原
材

料
費
の
高
騰
と

輸
出
の
減
少
が

主
な
原
因
に
な

っ
て
い
る
。
国

内
で
は
消
費
者

心
理
の
冷
え
込

み
も
深
刻
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
消
費
関
連
企
業
の
倒
産

も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。▼

経
済
活
性
化
は
自
主
性

と
独
創
性
で

米
国
発
の
世
界
同
時
不
況

に
備
え
、
政
府
も
経
済
対
策

を
次
々
と
打
ち
出
し
始
め
て

い
る
。
１０
月
１６
日
に
は
、
１

兆
８
千
億
円
の
歳
出
を
伴
う

補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
た
。

さ
ら
に
、
定
額
減
税
や
高
速

道
路
料
金
の
引
き
下
げ
等
を

柱
と
す
る
追
加
の
経
済
対
策

も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
政
府
の
対
策
に
過
剰
な

期
待
は
で
き
な
い
。
厳
し
い

財
政
状
況
の
下
で
は
対
策
の

規
模
は
自
ず
と
制
限
さ
れ
ざ

る
を
得
な
い
。
ま
た
、
将
来

の
増
税
額
が
巨
額
に
な
る
と

多
く
の
国
民
が
考
え
れ
ば
、

か
え
っ
て
支
出
が
抑
制
さ

れ
、
景
気
に
マ
イ
ナ
ス
の
影

響
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

政
府
の
経
済
対
策
を
あ
て

に
す
る
時
代
で
は
な
い
と
再

認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
経

済
活
性
化
は
地
域
の
自
主
性

と
独
創
性
に
よ
っ
て
な
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。実
際
、

０１
年
度
か
ら
全
国
各
地
で
始

め
ら
れ
た
「
産
業
ク
ラ
ス
タ

ー
計
画
」
は
一
定
の
成
果
を

あ
げ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
、

東
北
地
方
で
は
岩
手
県
を
中

心
に
自
動
車
産
業
の
集
積
が

進
み
、
今
後
の
生
産
の
大
幅

増
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
神

戸
市
の
人
工
島
「
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
」
に
は
医
療
関
連

の
企
業
や
研
究
所
が
集
積

し
、
日
本
有
数
の
研
究
開
発

拠
点
に
進
化
し
つ
つ
あ
る
。

森
林
、
田
畑
、
自
然
、
文

化
等
の
地
域
の
資
源
を
生
か

し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
成

功
す
る
事
例
も
着
実
に
増
え

て
い
る
。
最
近
、
脚
光
を
浴

び
て
い
る
の
は
信
州
の
小
布

施
町
で
あ
る
。
町
と
ゆ
か
り

の
あ
る
葛
飾
北
斎
と
い
う
文

化
と
、
小
布
施
ナ
ス
や
栗
等

の
地
元
の
食

材
等
を
う
ま

く
活
用
し
、

人
口
約
１
万

２
千
人
の
町

が
そ
の
１
０

０
倍
を
超
え
る
観
光
客
を
年

間
で
集
め
て
い
る
。
大
分
県

の
湯
布
院
、
熊
本
県
の
黒
川

と
い
っ
た
成
功
事
例
に
共
通

し
て
い
る
の
は
、
地
域
の
良

質
な
資
源
に
こ
だ
わ
る
徹
底

し
た「
本
物
」志
向
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
都
会
の
人
が
最
も

飢
え
て
い
る
モ
ノ
に
他
な
ら

な
い
。

▼
長
野
健
康
モ
デ
ル
に
注

目
医
療
費
抑
制
の
地
道
な
努

力
が
大
き
な
成
果
を
生
ん
だ

事
例
と
し
て
長
野
県
が
あ

る
。
中
小
企
業
の
サ
ラ
ー
リ

ー
マ
ン
が
加
入
す
る
政
府
管

掌
健
康
保
険
が
、
０８
年
１０
月

か
ら
全
国
健
康
保
険
協
会
管

掌
健
康
保
険
と
し
て
再
ス
タ

ー
ト
し
た
。
こ
れ
ま
で
一
律

だ
っ
た
保
険
料
率
が
、
０９
年

秋
に
は
都
道
府
県
ご
と
に
設

定
さ
れ
る
。
保
険
料
率
は
、

各
都
道
府
県
で
医
療
費
が
ど

の
く
ら
い
か
か
る
か
に
よ
っ

て
基
本
的
に
決
ま
る
。
厚
生

労
働
省
が
０３
年
度
の
医
療
費

デ
ー
タ
を
も
と
に
行
っ
た
試

算
に
よ
る
と
、
保
険
料
率
が

最
も
高
く
な
る
の
が
北
海
道

の
８
・
７
％
で
、
最
も
低
い

の
は
長
野
県
の
７
・
６
％
と

１
・
１
％
の
差
が
つ
く
。
長

野
県
で
は
、
企
業
と
個
人
の

負
担
が
そ
れ
だ
け
減
少
し
、

経
済
活
動
が
活
発
化
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
地
域
活
性
化

の
手
法
は
様
々
で
あ
る
。
地

域
の
創
意
工
夫
こ
そ
が
不
況

に
立
ち
向
か
う
強
力
な
武
器

と
な
る
。

き
り
し
ま
・
か
ず
た
か

１
９
５
５
年
、
鹿
児
島
県
生

ま
れ
。
東
大
卒
。
サ
ン
ト
リ

ー
、住
友
生
命
総
合
研
究
所
、

参
院
内
閣
委
員
会
調
査
室
客

員
調
査
員
を
経
て
、現
在
、城

西
大
教
授
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
テ
レ

ビ
朝
日
な
ど
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
番
組
等
に
出
演
す
る
な
ど

幅
広
く
活
躍
中
。
主
な
著
書

に「
規
制
緩
和
の
経
済
効
果
」

（
共
著
、東
洋
経
済
）な
ど
が

あ
る
。
現
在
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ

オ
「
お
は
よ
う
ラ
ジ
オ
朝
一

番
・
ビ
ジ
ネ
ス
展
望
」
４
週

ご
と
の
火
曜
日
に
出
演
中
。

観光庁予算ウ
ェ
ル
カ
ム
税
制
を
延
長

税
制
改
正

大

綱

国
際
放
送
設
備
は
除
外

前
年
度
並
み
の
６３
億
円

観
光
圏
整
備
は
倍
増
の
６
億
円

城
西
大
教
授

霧
島

和
孝

政
府
が
１２
月
２４
日
に
閣
議
決
定
し
た
０９
年
度
予
算
案

で
、
観
光
庁
予
算
は
前
年
度
当
初
予
算
比
１
％
減
の
６３

億
７
０
０
万
円
と
な
っ
た
。
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
の
運
営
費
交
付
金
や
行
政
経
費
を
除
い
た
、
各

種
施
策
に
充
て
る
事
業
費
は
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の

４０
億
１
９
０
０
万
円
。
観
光
庁
と
し
て
初
め
て
迎
え
る

新
年
度
予
算
は
、
支
出
削
減
が
求
め
ら
れ
る
予
算
編
成

作
業
の
中
で
、
前
年
度
並
み
を
確
保
す
る
の
に
と
ど
ま

っ
た
。
一
方
で
観
光
圏
の
整
備
に
は
、
前
年
度
の
約
２

倍
に
あ
た
る
５
億
８
３
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

観
光
庁
予
算
案
に
つ
い
て

観
光
庁
総
務
課
の
岩
城
宏
幸

企
画
官
は
「
公
共
事
業
費
並

み
の
３
％
削
減
、
重
点
化
枠

の
た
め
の
２
％
の
追
加
削
減

な
ど
、
厳
し
い
シ
ー
リ
ン
グ

（
概
算
要
求
基
準
）
が
出
発

点
だ
っ
た
が
、
何
と
か
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
を
確
保
で
き

た
」
と
説
明
し
た
。

し
か
し
、
概
算
要
求
で
要

望
し
て
い
た
、
観
光
地
づ
く

り
の
評
価
手
法
を
研
究
す
る

た
め
の
調
査
事
業
費
１
千
万

円
、
障
害
者
な
ど
の
旅
行
環

境
を
整
備
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
促
進
事
業
費

１
千
万
円
の
予
算
化
は
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
。

前
年
度
当
初
予
算
比
１
０

９
％
増
と
大
幅
な
上
積
み
と

な
っ
た
の
が
観
光
圏
整
備
の

推
進
費
。
０８
年
度
に
認
定
し

た
１６
観
光
圏
を
継
続
し
て
支

援
す
る
ほ
か
、
新
規
に
同
数

程
度
の
観
光
圏
を
認
定
す
る

見
通
し
。
こ
の
ほ
か
に
０９
年

度
か
ら
は
観
光
庁
予
算
と
は

別
に
、
観
光
圏
内
の
港
の
旅

客
タ
ー
ミ
ナ
ル
整
備
に
国
土

交
通
省
港
湾
局
の
事
業
費
を

活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

施
策
別
で
最
も
予
算
規
模

の
大
き
い
ビ
ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ

パ
ン
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｖ

Ｊ
Ｃ
）
の
推
進
費
は
、
３０
億

円
を
割
り
込
む
２９
億
１
７
０

０
万
円
で
４
％
の
減
額
と
な

っ
た
。
２
０
１
０
年
外
客
１

千
万
人
の
目
標
達
成
と
、
そ

の
先
の
誘
致
拡
大
を
見
据
え

た
「
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
重
点

市
場
ご
と
の
特
性
を
踏
ま
え

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

促
進
。
他
省
庁
と
連
携
し
た

日
本
文
化
の
情
報
発
信
、
青

少
年
交
流
も
強
化
す
る
。

０８
年
度
か
ら
予
算
化
さ
れ

た
国
際
会
議
の
開
催
・
誘
致

の
推
進
費
は
、
２
％
減
の
３

億
６
３
０
０
万
円
。
国
を
挙

げ
て
誘
致
や
開
催
を
支
援
す

る
ほ
か
、
国
際
会
議
の
経
済

効
果
を
試
算
す
る
推
計
モ
デ

ル
を
策
定
す
る
。

３
年
目
を
迎
え
る
ニ
ュ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
創
出
・
流
通
促

進
事
業
は
、
１４
％
減
の
４
８

０
０
万
円
。
公
募
方
式
で
新

し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
づ
く

り
を
支
援
す
る
観
光
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
事
業

は
、
１７
％
減
の
１
７
０
０
万

円
と
な
っ
た
。

【
向
野
悟
】

補
正
予
算
案
に

観
光
圏
整
備
費

政
府
は
、
通
常
国
会
に
提

出
す
る
０８
年
度
２
次
補
正
予

算
案
の
中
に
観
光
圏
整
備
の

事
業
費
と
し
て
５
千
万
円
を

盛
り
込
ん
だ
。

観
光
圏
整
備
の
事
業
費

は
、「
地
方
の
底
力
の
発
揮
」

の
項
目
の
中
で
、
地
域
活
性

化
対
策
と
し
て
計
上
。
０８
年

度
に
認
定
し
た
観
光
圏
へ
の

補
助
金
に
充
て
る
。

０８
年
１１
月
の
訪
日
外
客
数

は
、世
界
的
な
景
気
の
後
退
、

円
高
な
ど
の
影
響
を
受
け
、

前
年
同
月
比
１９
・
３
％
減
の

５５
万
４
千
人
と
大
幅
に
落
ち

込
ん
だ
。
４
カ
月
連
続
の
減

少
。
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ

Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が
１２
月
２４
日
に
推

計
値
と
し
て
発
表
し
た
。
韓

国
か
ら
の
訪
日
客
が
半
減
す

る
な
ど
、
Ｖ
Ｊ
Ｃ
重
点
１２
市

場
の
う
ち
、
中
国
、
香
港
を

除
く
１０
市
場
が
前
年
を
割
り

込
ん
だ
。

１
〜
１１
月
の
累
計
値
は
、

前
年
同
期
比
２
・
２
％
増
の

７
８
３
万
８
千
人
。

観
光
庁
の
本
保
芳
明
長
官

は
、
１２
月
２４
日
の
定
例
会
見

で
「
こ
こ
ま
で
落
ち
込
む
と

は
」
と
想
像
以
上
の
下
げ
幅

だ
っ
た
こ
と
に
驚
き
を
隠
さ

ず
、
「
１２
月
が
前
年
同
月
比

２５
％
以
上
の
減
少
な
ら
、
０７

年
の
８
３
５
万
人
を
割
り
込

む
」
と
指
摘
し
た
。

国
・
地
域
別
で
は
、
韓
国

が
ウ
ォ
ン
安
の
急
激
な
進
行

な
ど
で
、
前
年
同
月
比
４６
・

２
％
減
の
１１
万
８
千
人
と
大

幅
減
に
な
っ
た
。
台
湾
は
１３

・
４
％
減
の
９
万
４
千
人
。

２
ケ
タ
の
減
少
は
、
米
国
の

１２
・
５
％
減
、
カ
ナ
ダ
の
１２

・
３
％
減
、
豪
州
の
１１
・
１

％
減
、英
国
の
１０
・
１
％
減
。

前
月
ま
で
過
去
最
高
が
続
い

た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
フ
ラ
ン

ス
も
、
そ
れ
ぞ
れ
９
・
８
％

減
、
２
・
６
％
減
と
前
年
割

れ
に
転
じ
た
。

前
年
同
月
実
績
を
上
回
っ

た
の
は
香
港
と
中
国
。
香
港

が
５
・
０
％
増
の
３
万
６
千

人
、
中
国
が
５
・
３
％
増
の

７
万
３
千
人
だ
っ
た
。

訪
日
外
客
２
割
減
に

１１

月

推
計
値

韓
国
が
前
年
比
で
４６
％
減

政
府
に
期
待
を
す
る
な

「
本
物
志
向
」に
対
応
を

観
光
庁
の
本
保
芳
明
長
官

は
１２
月
２４
日
の
定
例
会
見

で
、
訪
日
外
客
数
の
大
幅
な

落
ち
込
み
を
受
け
て
、
観
光

・
運
輸
業
界
に
対
し
緊
急
的

な
需
要
喚
起
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
展
開
な
ど
を
検
討
す
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

本
保
長
官
は
「
国
は
訪
日

査
証
の
要
件
緩
和
や
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
を
通
じ
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
強
化
な
ど
に
取
り
組

む
」
と
し
た
上
で
、
「
民
間

に
は
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
な
ど
に

つ
い
て
検
討
を
お
願
い
し
て

い
る
。
企
業
や
業
界
の
個
別

の
企
画
は
あ
る
と
思
う
が
、

連
携
し
て
打
ち
出
せ
ば
相
乗

効
果
も
期
待
で
き
る
」
と
官

民
を
挙
げ
た
取
り
組
み
の
必

要
性
を
指
摘
し
た
。

「
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
と
は
、
航
空

券
や
宿
泊
料
金
の
大
幅
な
割

り
引
き
な
ど
の
よ
う
な
短
期

的
な
需
要
喚
起
策
。
観
光
庁

で
は
１２
月
１５
日
、
観
光
関
係

団
体
や
運
輸
関
係
企
業
の
担

当
者
を
急
き
ょ
集
め
、
緊
急

的
な
対
策
を
検
討
す
る
よ
う

提
案
し
た
。
１
月
早
々
に
も

Ｖ
Ｊ
Ｃ
実
施
本
部
の
執
行
委

員
会
を
開
き
、
対
処
方
針
を

議
論
す
る
予
定
だ
。

民
間
に
需
要
喚
起
要
請

観

光

庁

本
保
長
官

外
客
減
少
に
緊
急
対
策

日
韓
観
光
振
興
協
議
会
が

１２
月
１７
日
、
福
岡
市
で
開
か

れ
た
。
毎
年
行
わ
れ
て
い
る

観
光
当
局
間
協
議
で
２３
回

目
。
世
界
的
な
経
済
危
機
、

円
高
な
ど
に
よ
る
訪
日
韓
国

人
旅
行
者
の
急
激
な
落
ち
込

み
を
踏
ま
え
、
観
光
交
流
の

拡
大
に
向
け
た
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

な
ど
を
盛
り
込
ん
だ
覚
書
を

締
結
し
た
。

観
光
庁
の
西
阪
昇
審
議

官
、
韓
国
文
化
体
育
観
光
部

の
金
讃
・
観
光
産
業
局
長
ら

両
国
の
代
表
が
出
席
し
た
。

覚
書
で
は
、
経
済
情
勢
の

悪
化
に
対
し
、
観
光
業
界
を

は
じ
め
と
す
る
経
済
界
と
連

携
し
た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
を
強
化
し
、
旅
行
会
社
へ

の
商
品
企
画
支
援
な
ど
に
取

り
組
む
と
し
た
。
具
体
化
に

向
け
、
観
光
業
界
の
実
務
担

当
者
に
よ
る
定
期
協
議
会
を

設
置
す
る
こ
と
も
明
記
し

た
。こ

の
ほ
か
青
少
年
交
流
や

地
方
間
交
流
も
活
性
化
さ
せ

る
。
文
化
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

た
交
流
の
促
進
に
向
け
て

は
、
日
本
側
の
平
城
遷
都
１

３
０
０
年
記
念
事
業
（
２
０

１
０
年
）
、
韓
国
側
の
麗
水

万
博
（
２
０
１
２
年
）
な
ど

の
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
活
用

を
挙
げ
た
。

日韓協議

訪
日
旅
行
者
の
減
少
踏
ま
え

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強
化
へ

日
中
韓
大
臣
会
合

１０
月
開
催
を
決
定

中
部
運
輸
局
は
１２
月
１６

日
、
名
古
屋
市
内
の
ホ
テ
ル

で
日
中
韓
観
光
大
臣
会
合
実

行
委
員
会
（
委
員
長
・
中
田

徹
局
長
）の
初
会
合
を
開
き
、

会
合
期
間
を
今
年
１０
月
１７
〜

２１
日
の
４
日
間
、
同
市
と
高

山
市
で
開
く
こ
と
を
決
め

た
。
同
会
合
に
は
総
勢
４
０

０
人
程
度
の
参
加
者
が
見
込

ま
れ
て
お
り
、
中
部
地
区
の

観
光
関
係
者
に
と
っ
て
は
一

大
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
そ
う

だ
。初

日
の
１７
日
は
中
部
国
際

空
港
（
セ
ン
ト
レ
ア
）
で
の

歓
迎
式
典
の
後
、
名
古
屋
市

で
２
国
間
会
合
、
歓
迎
晩
餐

会（
開
幕
式
）が
行
わ
れ
る
。

１８
日
は
大
臣
会
合
や
観
光
フ

ォ
ー
ラ
ム
、
商
談
会
な
ど
経

て
岐
阜
県
へ
移
動
し
、
閉
幕

晩
餐
会
を
。
１９
〜
２０
日
に
つ

い
て
は
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ

視
察
旅
行
を
実
施
す
る
。

実
行
委
の
次
回
開
催
日
は

未
定
だ
が
、
今
後
は
専
門
部

会
を
設
け
、
事
業
の
具
体
化

を
図
っ
て
い
く
。

第
１
回
会
合
は
０６
年
７
月

に
北
海
道
で
開
か
れ
、
以
後

中
国
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
て

お
り
、
今
回
で
４
回
目
と
な

る
。

観光庁予算案の主要事業費

前年度比

２０９％

９６％

９８％

８６％

４９％

５９％

８３％

※１０万円単位で四捨五入

前年度予算額

２億７９００万円

３０億３０００万円

３億７１００万円

５６００万円

１９００万円

５４００万円

２０００万円

０９年度予算額

５億８３００万円

２９億１７００万円

３億６３００万円

４８００万円

９００万円

３２００万円

１７００万円

国際競争力の高い魅力あ
る観光地の整備促進事業
費（観光圏整備）
VJCアップグレード・
プロジェクト推進費
国際会議の開催・誘致の
推進費
ニューツーリズム創出・
流通促進事業費
国内旅行需要創出・平準
化等促進実証事業
観光の振興に寄与する人
材の育成費
観光産業のイノベーショ
ン促進事業費

http://www.quoq.co.jp/business/products/coupon.html
mailto:hidetsugu_nakano@sonylife.co.jp
http://www.jec-jp.org/08.html

